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心理放射能学によるリスクコミュニケーションの分析 

 

大谷浩樹 1), 木下麻友子 2), 津村奎 2)  1)帝京大学 , 2)首都大学東京  

1. はじめに  

 環境放射能の変化に伴い、放射線被ばくに対して不

安や悩みを持った人への心理的ケアが必要である。本

研究の目的は、環境放射線が与える心理的影響の視点

から不安の解消を目指し、放射能のリスクコミュニケ

ーションの分析を行うことである。 

2. 研究方法  

 10～60代の男女60名を対象に福島県産食品の安全

性について理論的に書かれた文章を読み、理解の可否

を回答すると共に専門家の意見やデータが追加され

た場合の変化を分析した。アンケートの内容（図1）は、

理論的に書かれた文章のみで納得できるか。専門家の

意見やデータが追加された場合には納得できるかに

ついて、フローチャート形式で行った。また、放射線

についてどのように考えているかという意識調査に

ついても行った。 

3. 研究結果および考察  

福島県産食品の安全性について、半減期など科学的

根拠に基づいて書かれており、その上で安全であると

述べているため、年齢や性別によらず納得できたとい

う回答が最も多い結果になったと考えられる。また、

専門家の意見やデータを追加した場合には納得できる

という回答が全体で15%となった理由としては、信用

性の高い専門家などの意見により信憑性が増し、不安

が解消されるからだと考えられる（図2, 3）。  

放射線についてどう考えているかという意識調査で

は、放射線についてあまり考えていない、気にしない

ようにしているという人が67 %と最も多く、現在も放

射線に関する情報を目にしていると回答した人が

27%、放射線についての不安があり、他の人と悩みを共

有したいと回答した人が6 %であった。  

4. まとめ  

本研究では、福島県産食品の安全性を題材としたア

ンケートを実施し、放射線に関する正しい知識、科学

的根拠によって心理的な解決ができ、心理放射能学の

有用性を示すことができた。また、放射線に関する正

しい知識、科学的根拠によって心理的な解決ができ、

リスクコミュニケーションの分析の一助となった。 
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図1 アンケート内容 

図2 安全性の理解度 

図3 年代別の安全性理解度  
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